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日本の環境首都コンテストが
めざすもの

1

環境首都コンテスト全国ネットワーク
山田 岳（かながわ環境市民ネットワーク）

「「日本の環境首都コンテスト」
の目的

自治体の切磋琢磨をうながし
持続可能な地域社会のモデル
「日本のフライブルク」を

市民のエコひいき市民の ひ き
によって創り出す。
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持続可能な開発持続可能な開発
将来世代の欲求をみたしつつ、現世代の欲求将来世代の欲求をみたしつつ、現世代の欲求
を満⾜させるような開発を満⾜させるような開発
環境と開発に関する世界委員会（ブルントラント委員会）環境と開発に関する世界委員会（ブルントラント委員会）
1987年

わたしたちが資源を使い果たしたら・・・
わたしたちがごみの⼭を築いたら・・・
わたしたちが地球の平均気温を上昇させたら・・・
わたしたちが⽥畑を荒らしてしまったら・・・
わたしたちが世界を戦場にしてしまったら・・・

⼦どもや孫の世代はどうなる？

「アジェンダ「アジェンダ2121」」（（19921992年）年）

地球サミットで採択
温暖化 砂漠化 ジェンダー 貧困など温暖化、砂漠化、ジェンダー、貧困など
21世紀の課題についての⾏動計画
「アジェンダ21で、提起されている諸問
題及び解決策の多くが地域的な活動に根
ざしているものであることから、地方公
共団体の参加及び協力が目的達成のため

4

共団体の参加及び協力が目的達成のため
に決定的な要素になる」（28章）
世界中の自治体に対して、ローカルアジェン
ダ21の策定と実行を求めた
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ドイツ 自然・環境保護の連邦首都
（環境首都）コンテスト

・1990〜98年まで 9回実施

モデル

1990 98年まで 9回実施
・主催は、NPO「ドイツ環境支援」
・第１回参加は30市町村、

最終回で223市町村（最多）の参加
・１位=首都として表彰
90年 エアランゲン市
91年 エアランゲン ネツテルスハイム村
92年 フライブルク市
93年 ネツテルス イム村

エッカーンフェルデ市中⼼街
93年 ネツテルスハイム村
94年 エッカーンフェルデ市
95年 バート・エインハウゼン市(自然保護部門)
96年 ハイデルベルク市
97年 ミュンスター市 98年 ハム市

資料提供：環境市民

⾃治体の抱える課題⾃治体の抱える課題

ごみ処理対策費を減らさないと、教育費・福祉費が出ない
6
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持続可能な地域社会

持続可能な社会とは持続可能な社会とは

社会的公正

環境

経済 社会 社会的公正
地域らしさ

環境・経済・社会をボトムラインとする社会
7

環境首都コンテストの質問票

持続可能な地域社
会づくりに必要な
ことを質問
選択肢は政策提案
でもある

毎回 改訂し練り

88

毎回、改訂し練り
あげられている
環境分野に限定さ
れていない
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質問分野質問分野
A LA21・環境基本条例・
環境基本計画

B 環境マネジメントシステ

I ⾃然環境の保全と回復
J 健全な⽔循環

B 環境マネジメントシステ
ム（ISOなど）

C 環境情報の開⽰
D 庁舎内の環境⾏動
E ⾃治体間交流
F 職員能⼒の向上、総合的

K ⾵⼟を活かした⾵景づくり
L 持続可能なまちづくりと⼀
体化した交通政策

M 地球温暖化防⽌・エネル
ギー政策

N ごみの減量化

9

F 職員能⼒の向上、総合的
な⾏政施策・予算編成

G 住⺠⼒向上と協働
H 地域に即した環境学習

N ごみの減量化
O 環境に配慮した産業振興
P ⾃由記述

結果をレーダーチャートで評価結果をレーダーチャートで評価
配点に対する得点率(％)

全国平均点 全国最高点 当該⾃治体の結果について
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A ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ・基本計画

B 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

C 情報公開

D 自治体環境基本行動

E 自治体交流L 交通政策

M 温暖化防止

N ごみ減量化

O 環境産業推進

全国平均点 全国最高点 当該⾃治体の結果について
全国最⾼点
全国平均点
⼈⼝規模別最⾼点
⼈⼝規模別平均点

F 総合化･予算

G ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

H 環境学習I 自然環境保全

J 健全水循環

K 景観形成 と、⽐較し診断
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環境首都コンテストの表彰

• 環境首都の称号（後述の条件）

• 総合 ベスト10位総合 スト10位

• 人口規模別（１～６群） 各1,2位

• 地球温暖化防止部門 1位(各人口規模群別)

• 住民参画部門 1位(各人口規模群別)

• 先進事例特別事例 約30事例

• 質問分野別表彰 Ａ～Ｏ各分野1位

• 奨励賞 5回連続参加自治体

環境⾸都の条件

総合第1位であること総合第1位であること
総合点が満点の70％以上であること
3分野以上で満点の90％以上を獲得
していること

が満点の50％以下が3分野以下である
こと
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総合順位
第1位 ⽔俣市（熊本県）

第８回第８回
総合入賞自治体総合入賞自治体

第1位 ⽔俣市（熊本県）
第2位 ⻑野市（⻑野県）
第3位 飯⽥市（⻑野県）
第4位 安城市（愛知県）
第5位 新城市（愛知県）
第6位 宇部市（⼭⼝県）
第7位 尼崎市（兵庫県）

13

第7位 尼崎市（兵庫県）
第8位 熊本市（熊本県）
第9位 板橋区（東京都）
第10位 多治⾒市（岐⾩県）

環境⾸都の誕⽣も近い環境⾸都の誕⽣も近い
配点に対する得点率(％)

全国平均点 全国最高点
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A ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ・基本計画

B 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

C 情報公開

D 自治体環境基本行動M 温暖化防止

N ごみ減量化

O 環境産業推進

E 自治体交流

F 総合化･予算

G ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

H 環境学習I 自然環境保全

J 健全水循環

K 景観形成

L 交通政策
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参加自治体の動向を伝える報告書参加自治体の動向を伝える報告書

先進事例集先進事例集 ８年間で500超事例
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挑戦ー地域から日本を変えるー

第３集 高畠町、飯田市、北九州市
第２集 板橋区 多治見市 水俣市

毎年 東京でセミナーも開催

先進事例集先進事例集DVDDVD

第２集 板橋区、多治見市、水俣市
第１集 住民参画
ニセコ町、大和市、津山市、熊本市
（財）ハイライフ研究所との協働

1717

環境首都をめざす自治体全国フォーラム環境首都をめざす自治体全国フォーラム

18

1111⽉⽉2424，，2525⽇⽇
安城市で開催安城市で開催
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日本の環境首都コンテスト地域
交流会

環境首都・環境首都コンテス
トの成果、分析
・先進事例の発表

・自治体間、ＮＧＯ
との交流

関東地区は
11月12日（木）
東松山市で開催

05九州地区交流会

マスメディアも注目
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環境⾸都コンテストに参加する環境⾸都コンテストに参加する
⾃治体のメリット⾃治体のメリット

持続 能 地域社会 向 前進持続可能な地域社会に向けて前進できる
⾃⼰の施策・政策を第３者的に評価できる
⾃治体内の他部署の動向を把握できる
（縦割りを打破して総合化するきっかけ）
他の⾃治体の動向・情報を知ることができる
（先進事例）
がんばった施策には表彰状がもらえる

日本の環境首都コンテスト

参加自治体の職員のみなさんの声

「他の自治体職員方の取り組みが励みになっています。毎
年少しずつでも得点があがるようがんばります」年少しずつでも得点があがるようがんばります」
「市長が環境首都をめざすと言っていることから、やり
がいをもって参加しています」
「第1回から連続して参加してきたなかから、本市の課
題が少しずつ実現可能なものになりつつあります」
「部長決裁により回答・資料作成を行ってきましたが、
第5回から首長みずから決裁。結果も庁議で報告してい
ます」ます」
「第三者機関からの評価という視点で参加しています」
「全国のレベルがあがってきているのを感じます」
「環境行政の問題や課題を把握でき、全国の優れた取り
組みの情報を得られるところが参加するメリット」
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環境首都コンテスト全国ネットワーク

環境エネルギー政策研究所 （東京）
FoE Japan （東京）
ふるさと環境市民 （神奈川）
かながわ環境教育研究会 （神奈川）かながわ環境教育研究会 （神奈川）
やまなしエコネットワーク（山梨）
中部リサイクル運動市民の会（愛知）
環境市民・東海（愛知）
環境市民（京都） 主幹事団体
未来の子（広島）
くらしを見つめる会（高知）
環境ネットワークくまもと（熊本）環境ネットワ クくまもと（熊本）
プラス･エコ（大分）
環境ネットワークながさき塾（長崎）

参加協力団体
住みよい環境をつくる三鷹市民連絡会（東京）
エコサポートT-GAL （鹿児島）

2009年9月 現在

環境⾸都コンテストから⾒えてきた
持続可能な地域社会への７つのポイント

⼈づくり⼈づくり
明確なビジョン
持続可能なまちづくりを進める戦略
パートナーシップ（協働）
環境・経済・社会のバランス環境・経済・社会のバランス
⾏政の総合化
だれでもわかる先進事例
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１．⼈づくり
尼崎市 「YAAるぞ運動」
役所のカイゼン運動（QC活動)
職場単位のグループで⽬標を定めて取り組む職場単位のグル プで⽬標を定めて取り組む
グループには名前を付ける
「燃焼系２コスト式（こんな運動してみたら）」クリーンセンター
「包括・⺠活・メンチ（メンテ）カツ」浄化センター
結果発表は部内予選を経て本選へ（YAAるぞカップ）

実⾏委員会が主催実⾏委員会が主催
ユニークな取り組みには市⻑が訪問して意⾒交換
そのもようを「やあるぞ通信」で共有

「ＹＡＡるぞ運動」成功
のポイント

① 基本研修５回全てに市長が参加
② “ほめること”“楽しむこと”の徹底
③ 様々な仕掛けとネーミング
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２．ビジョン

３．戦略； ⽔俣市の戦略
「⽔俣病の教訓/負の遺産/失敗の経験」
を将来に活かす
徹底した対話徹底した対話
地元学（あるもの探し）
寄ろ会
村丸ごと⽣活博物館
⼈づくり
環境マイスター

外の⾵
環境研修ツアー受け⼊れ
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４．環境・経済・社会
⾼齢者が主役（上勝町）⾼齢者が主役（上勝町）
彩り事業
料理の添え物に使う料理の添え物に使う

葉っぱを⾼齢者が栽培
上勝町の基幹産業
介護予防事業
ふとんのリサイクルによる

座布団づくりすることで座布団づくりすることで
要介護になることを防⽌ぐ
福祉タクシー
公共交通がないため、

登録ボランティアが⾃家⽤⾞を提供

５．パートナーシップ

野洲市野洲市 地域通貨で市民共同発電地域通貨で市民共同発電

30
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銅鐸博物館入場
料200円の半額
使える

すまいる市でお買い物に
５％使えて地産地消

市内50事業所
でも利用可能

集まったお金
で文化会館駐
輪場に太陽光
発電設置

31

６．⾏政の総合化
多治⾒市多治⾒市 政策形成ヒアリング政策形成ヒアリング

予算編成時、当該部局に対する財務部局
のヒアリングに環境部局が同席
予算請求に対して、環境基本計画の観点
から意⾒を述べる
（事業を環境の観点から⾒直す）
ひとつの事業を多⾯的にとらえる
環境に好ましくない事業を減らすことに
より予算削減
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用水路改修用水路改修
ビオトープ

市職員めだか勉強会
企画から工事まで住民参画

33332004年2001年

７．だれでもわかる先進事例
東松⼭市東松⼭市 ホタルの⾥づくり事業ホタルの⾥づくり事業

対象地域の選出から整備⼯事、
整備後の活⽤まで市⺠参画
地域コミュニティ再⽣にも貢献
湧⽔地の保全や休耕⽥の⾃然景
観保全にまで波及している
他地区の整備にも波及するなど
市⺠のエンパワーメントにつな
がっている

34

がっている
「被爆⼆世の柿の⽊」植樹など、
平和の取り組みにもつながって
いる
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『環境⾸都コンテスト『環境⾸都コンテスト
〜地域から⽇本を変える７つの提案』〜地域から⽇本を変える７つの提案』

学芸出版より絶賛発売中
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